電気数学演習IIプリント　（ラプラス変換第2週部分）　　　　　　　
1.　ラプラス変換
　主にこれを使うのはラプラス変換の公式を利用して、微分方程式を解くようなケースで、基本の式に従ってわざわざ積分するケースは余りない。

2.　単純な関数のラプラス変換


インパルス関数（ただしt>0）⇒ F(s) = 1


①


f(t) = 1（ただしt>0）⇒ F(s) = 
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f(t) = tn ⇒ F(s) = 
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③


f(t) = eat ⇒ F(s) = 
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なお、三角関数などは、



[image: image4.wmf]i

e

e

t

t

i

t

i

2

sin

w

w

w

-

-

=

、
[image: image5.wmf]2

cos

t

i

t

i

e

e

t

w

w

w

-

+

=








から計算することができて、
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⑥

となる。また、双曲線関数は、虚数単位が入らないだけ簡単になり、
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である。

3.　諸性質

　単純にラプラス変換をするだけでも、いくつかの諸性質を用いる。基本はもとの式がe-stを掛けた時間の積分であったことから次のように計算できる。
（１）線形な積分の性質から、足してもよい。
（２）
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（３）e-stのに指数を掛けても、べき乗の部分を足せばよいので、


f(t)eat⇒ F(s-a) 


f(t-a) ⇒ F(s)e-as　（ただしtの範囲に注意が必要。）

4.　ラプラス逆変換

　逆変換は通常は積分を用いて計算する必要はない。特に①～⑥の変換の公式とラプラス変換の諸性質を考えてもとの関数を出すことができる。

追加演習課題

ラプラス変換しなさい。
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答（誤りは連絡ください。）
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